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大規模な二酸化炭素排出量計測 川 崎  昌 博総合地球環境学研究所京都大学
現地カウンターパートと内藤氏とともに（中央が執筆者）
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　2018年2月22日、インドネシア・ジャカルタに
て “Joint Symposium on Tropical Peatland Restoration 
-Responsible Management of Tropical Peatland 
following up to the Jakarta Declaration-”が開催され
ました。この国際シンポジウムは私たち熱帯泥炭
社会プロジェクトをはじめ、インドネシア泥炭地
回復庁（BRG）、京都大学、そしてJICAによる共
催となりました。
　本シンポジウムの目的は、世界中の異なる分野
の専門家が集い、これまでの泥炭研究を検討する
とともに、熱帯泥炭地における責任ある管理と将
来的な回復戦略に関する内容を議論することです。
　午前の全体セッションでは、水野プロジェクトリー
ダーを含む9名の方々が登壇し、持続可能な熱帯泥
炭地回復の戦略や地下水位マッピングに関する話
題を提供しました。
　午後はパラレル形式でセッションが展開され、
泥炭地の管理・回復に関する問題、地域社会・地
域住民による泥炭地回復への参加、政策および経
済問題、国際比較、生態系サービスや生物多様性、
パルディカルチュア、泥炭火災・煙害と二酸化炭
素排出の問題、などの興味深いテーマが実施され
ました。インドネシア、オランダ、ベトナム、ロ
シア、そして日本から研究者が数多く参加し、幅
広い分野の発表と熱い議論が展開されました。プ
ロジェクトのメンバーも各セッションのモデレーター
を務め、さらに各研究チームで実施している研究
成果の発表をしたことで、より多くの方々に地球研・
熱帯泥炭社会プロジェクトの活動を周知できました。
　このように、今回の国際シンポジウムは朝から
夜まで非常に内容の濃いものとなりました。次回
の国際シンポジウムでも、ご参集いただきますよ
うお願い致します。
お知らせ
Report
熱帯泥炭地回復に関する国際シンポジウム開催の報告
総合地球環境学研究所・熱帯泥炭社会プロジェクトのホームページができました。
<http://www.chikyu.ac.jp/peatlands/>
ホームページにはFacebookページへのリンクも
載せていますので、プロジェクトの最新情報など
はそちらもご覧ください。
